障害学会第9回神戸大会(詳細原稿）
重度身体障害者を中心とした芝居作りによる地域交流

丸岡稔典（東京工業大学大学院社会理工学研究科）
1.目的

これまで障害は個人の不幸、克服すべきものであり、障害者の活動の制約や社会的不利益の解消は障害者個人の努力によりなされるべきであるとみなされてきた。しかし近年、障害者の権利条約（2007年）の前文に障害は「障害者と障害者に対する態度及び環境による障壁との間の相互作用であって、障害者が他の者と平等に社会に完全かつ効果的に参加することを妨げるものによって生ずる」ものであるとの文言が入るようになり、障害者の活動の制約や社会的不利益の解消は社会的に解決すべき課題であることが了解されつつある。

障害をめぐる課題の解決は従来、医療や福祉を中心とした領域でなされてきた。しかし、上記のような認識ならびに、その認識がもたらす「合理的配慮の提供」の必要性を踏まえるならば、その解決の領域を医療や福祉領域を超えて、社会の様々な領域へと広げる必要がある。具体的には従来の施策は医療や福祉分野における障害者個人の支援に焦点を当てるものが中心であったが、今後は地域社会や学校・職場といった様々な領域における社会的環境整備と差別的取扱いの禁止などの障害者の権利的側面を含むものへと拡大することが求められる。また、障害をめぐる課題の解決に関わる人は従来、医療や福祉の専門職と関係者が中心であった。しかし、関わる人の範囲の限定は他の一般社会の構成員に障害をめぐる課題を見えづらくする危険性がある。さらに医療や福祉の専門職はしばしば、障害者個人の障害という不足部分に着目し、それを埋めることを最大の目的とするあまり、「援助者―被援助者」という関係を固定化しがちである。Oliver（1990=2006）は専門職による専門的アプローチ・サービスは障害者と専門職の相互依存をうみだしていると批判する。医療や福祉の専門職とは異なる、普段障害者と関わることの少ない地域社会や学校・職場の構成員と障害者の関わりを増やすこともまた必要である。そして個々の具体的な局面で、障害という事象を取り上げ、障害者の活動制約や社会的不利益を可視化しつつ、構成員間で解決すべき課題として共有することも重要である。1）
上記のような課題共有を促進する上では、一般的な専門職養成や啓発活動とあわせて、障害者とそうした人々の相互作用を増やすような地域における交流も検討すべきである。本報告ではその一つの試みとして、重度脳性マヒ者を中心に芝居をつくる団体を取り上げ、芝居作りを通じた地域交流の促進の可能性を検討する。
2.方法

本報告では東京都世田谷区を中心に活動している「水俣世田谷交流実行委員会」を対象とする。この団体は地域で自立生活をする重度脳性マヒ者を中心としたメンバーにより構成され、グループ内の障害者の半生を題材にして芝居をつくり、各種イベントで上演している［表1　活動年表］。報告者は2008年4月から現在に至るまでメンバーとして活動に参加している。この中で参与観察を実施した。併せて会議議事録、メールのやり取り、映像資料、配布資料やアンケート等を分析した。

　

3. 水俣世田谷交流実行委員会の概要

1)きっかけ
水俣世田谷交流実行委員会の起源は2006年にのちのメンバーとなる演劇関係者3名が熊本県水俣市で胎児性水俣病患者や障害者、そのほかの一般市民と一緒に舞台を作ったことにある(花崎,2012)。この舞台作りに関わった胎児性水俣病患者が東京で自立生活をしている障害者の暮らし方に興味を持ち、2008年1月に胎児性水俣病患者2名を含む、舞台作りに参加した中学生、一般市民らが世田谷を訪れ、自立生活をする重度脳性マヒ者やその関係者と交流を図った。この際に、世田谷側において交流の受け入れ側の組織として水俣世田谷交流実行委員会が生まれた。当初は活動の目標を、世田谷の重度脳性マヒ者を中心とした人々が自分たちの自立生活の模様を芝居として製作し水俣市で上演することにより、胎児性水俣病患者を中心とした人々とお互いの生活を伝えあうことにおいていた。しかし、水俣への訪問は、重度脳性マヒ者の指導する料理講習会と、その介助者との漫才を取り入れた交流会などは実現したが、公演は資金面やその他の事情により現在に至るまで実現していない。
2）メンバー構成

メンバーに関する厳密な定義はないが、多い時で14名程度であり、現在定期的な集まりや芝居に参加しているのは8名程度である。会のメンバーの中心となっているのは介助者を入れながら地域で生活している重度脳性マヒ者である。普段はカフェを開いていたり、自立生活センターの職員をしていたりする。何名かには発話（構音）障害がある。介助が必要なメンバーにおいても会議に介助者を付けて参加する人、付けずに参加し、周囲の人の介助を依頼する人の両方がいる。このほかに、福祉施設の職員、介助者、演劇ワークショップ2）に関わってきた演劇関係者などの健常者がメンバーとして参加している。演劇関係者は演劇ワークショップに関心を寄せてきた人々であり、1980年代より世田谷でメンバーの重度脳性マヒ者と演劇ワークショップを実施してきている3）。重度脳性マヒ者メンバーと健常者メンバーの一部は世田谷区内の自立生活センターや介助を通じてつながりを持っている。またこのほかの健常者も芝居作り以前に重度脳性マヒ者メンバーと知り合っていた人が多い。このように以前からの世田谷区内の市民活動のネットワークが現在のメンバーを結びつけている部分が大きい。

3)活動の内容
現在は、メンバーで定期的に集まりながら、雑談や話し合いを重ねている。そしてメンバーの自立生活の模様を芝居として製作し、世田谷区で上演しつつ、交流を図ることが活動の中心となっている［表1］。団体として活動を行う共通した目的は設定されていない4）。活動のなかに目的を見出しているメンバーが活動を継続しているのが実情と言える。メンバーの中に職業演劇家になることのみ、芝居を演じることのみへの参加を目的としている人はほとんどいない。芝居作りを通して自分の気持ちを表現することや様々な人と交流を図ることを望んでいる人が多い。その中には、発話（構音）障害のある人が気軽に話しかけられる街づくりなどがある。多くのメンバーが後述する芝居作りのプロセスに魅力を感じている。そのため、会として2010年度には「世田谷まちづくりファンド」の助成を受けて芝居作りのプロセスを記録したドキュメンタリー映像を作成した(水俣世田谷交流実行委員会,2011a)。
メンバーが芝居を見てもらいたいと考えている人は、「これから地域で生活を始める若い世代の障害者」、「障害者と全然関係なく生きていると思っている人」、「これから生き方を選んでいく高校生や大学生などの若い人」などさまざまである。実際の芝居の大半は演劇用の劇場ではなく、「路上演劇祭」や「雑居まつり」5）などのイベントで上演されている。これらのイベントは一般の人が出入り自由な野外空間で開催されており、会の芝居を見に来た人以外にも芝居を目にすることが可能となっている。［写真1　路上演劇祭での一コマ］このほか、会の主催で独自に交流会などを開催することもある。
4.芝居作りのプロセスとその内容
1）芝居の内容

上演している芝居には、メンバーのある男性障害者の半生を軸とした「ザ・やすみつ」と女性障害者の半生を軸とした「キミエズ（ナカチャンズ）ハーストーリー」の2シリーズある。どちらのシリーズにおいても演出の変更や注目する場面の変更などにより、内容は異なったものとなっている。

芝居の中で表れているテーマは、(1）小さいころの家族との生活、(2）施設入所と自立生活への移行過程、(3）介助や介助者についての考え方、(4）障害のある自分の身体についての考え方、など多岐にわたるが、重度障害者が施設や親元を出て、地域で生活することを目指す自立生活運動と結びつく話題が多い。例えば、(2）については、家族と離れ紹介された施設へ入所することを「自分で決める」過程、「感情を爆発させ」自由のない施設を出る様子、比較的制約の少ない施設において男性障害者が街に出て、通りがかりの人の介助を得ながら、ポルノ映画を観ることで自由を感じる様子、などがある。(3）については、グループホームの中で指示したことをやってくれないお手伝いさんへの対応をめぐる仲間との議論、「身の回りのことを自分ですること」が自立であるとする考え方から「介助を上手に利用しながら生活すること」が自立であるとする考え方への転換、などがある。(4）については、自分の障害が表れているため右手を嫌っていた女性障害者が右手を好きなる過程、などがある。
芝居の多くは野外のステージや路上で上演されている。舞台上では電動車いすに乗った障害者が縦横無尽に動き回り、発話（構音）障害のある人たちがセリフをそのまま言う。また、芝居にはシリアスなシーンのみでなく、障害者や健常者のメンバーが一緒に歌唱するシーンや、障害者や健常者のメンバーが野菜や時計、テレビを演じるなどの笑いを誘うユーモラスなシーンも含まれている［写真2　テレビを演じるメンバー］。
2）芝居作りのプロセス
活動の中心である芝居作りは、(1）障害者メンバーのこれまでのライフヒストリーや現在の気持ちをメンバー全員で聞きとる、(2）聞き取った内容についてメンバー内で繰り返し議論し、理解を深める、(3）議論となった場所を中心に幾つかのシーンをもとに台本をつくり、台本を読みながら議論をする、(4）各々が台本をもとに演じながら、台本をつくり変える、といった過程を経ることが多い6)。

具体的なプロセスは下記のようなものである。例えば、「介助を上手に利用しながら生活すること」が自立であるとする考え方への転換のシーンは、これまで自分のことは自分でしなければいけないと思っていた女性障害者メンバーが、自立訓練終了後に職員から「自分で何でもやろうとすると体を壊すので、一人暮らしをしたければヘルパーを上手に使って生活してください」と言われ、衝撃を受けた話をもとにしている。この話題について、会議の中では以下のようなやり取りがされている。
A：あの頃の介助って本当に自分でできないことを頼む、って思い込んでたのね。だからもうちょっとあの頃からもっと介助を入れて使えてたら、また違う考え方、生き方になってたんじゃないのかなあ。わかんないけど。
（中略）

B：僕は自分ができないことが多いという上での介助の受け方を（している）。で、Aさんの場合は自分でできちゃうけど、無理はできないとか。だからこういうと乱暴かもしれないけど。中途障害・・・（発話（構音）障害のため聞き取りにくい。）
A：中途障害。脳梗塞とか。（Bの発言を補足する。）
C：ああ、中途障害。

B：中途障害の人の感覚に似ているのかなあと思って聞いてたんだけど。
また、実際の芝居においては、「介助を上手に利用しながら生活すること」が自立であるとする考え方を提示された際の衝撃を表すために、主人公と主人公の「心の声」による対話を一つのシーンとしている。以下は、芝居の中で、介助を上手に利用しながら生活することを勧められた際の衝撃を心の声が表現するシーンの稽古場面で生じた議論の一つである。

D：そこのところは、『でもなんか、ホッとするんじゃない』とかっていうふうに推測で言ってあげる、というふうにするとうまくいく。ナカチャンが無理やり自分の声として言わなくていい。

E：あのー。（発話（構音）障害のため聞き取りにくい。）
D：（Dは健常者だがやや耳が遠いので、聴こえていない。）で、それに『うーん』と言って。

E：上手っていうか、『できないところをやってもらえば』、そういうことを言われたの？

A：自分のできないところだけ、やってもらえばいいのかなあーって。

E：その方がわかりやすい。

F：でも、できることも、ヘルパーさんに頼んだ方が時間短縮とかそういうのになるよっていう。そこが気づきだったんでしょ。

C：そこが上手に、ってことなんですよね、きっと。

F：だから『ヘルパーを上手に使えば』っていうのは職員の言葉だった。で、ナカチャンはまだそれを完全に理解っていうか、自分の中に落とし込めなかったんですよね？
Aさんとは異なる障害程度のBさんは、話し合いの中で自分の介助観とAさんの介助観を比較し、自分の場合は「できない」ことが多く、それを介助者に頼むのに対し、Aさんは「できる」ものの時間がかかることを介助者に頼む、という違いに気づいている。芝居の稽古においても、心の声の演じ手は、「介助を上手に利用しながら」という考え方の意味を十分に理解できていないため、演じる過程でメンバーにその意味を確認し、「できないこと」を介助者に頼むことではなく、「できる」ものの時間がかかることを介助者に頼むことが心理的に難しいことであることが共有されている。
また、右手を嫌っていた主人公が右手を好きなるシーンは、女性障害者メンバーが「ピアカン7」を受けて自分を好きになった」と発言したのに対し、他のメンバーが「それまで自分のこと好きではなかったのか」と問いかけたことを契機に生成したものである。この女性障害者メンバーは、脳性マヒの障害が右手に表れているためこれまで右手を隠してきたが、ピア・カウンセリングの中で自分の右手を肯定的に意味づけるようになった経験を以下のように語っている。
F：ピアカンを受けて自分のことを好きになっていいんだって思えるようになったってことは、それまでは自分のことが嫌いだったの？

A：自信なかった。
（略）
A：その時に、『Aチャンの右手はAチャンのすべてが表れていてとってもすてきだ』って言われたのがすごいびっくりして。頭の先から足まで電気が走ったみたいで、びっくりして。自分はこの右手があるから障害者なんだって思い込んでたから余計。『右手を隠して話さなかったら、普通の人と同じだね』って言われてたから。『え、この右手がいいの』って思って。もう、なんか、嬉しいっていうかビックリして、じゃあ自分にもいいところがあるかもしれないとか思い始めたのがきっかけ。
さらに、後日会議で女性障害者メンバーが子供のころ親から「右手を隠したら普通の女の子だよね」と言われたことがあることがわかり、メンバーの間で「頭の先から足まで電気が走った」状況への理解が深まっている。このシーンも主人公の気持ちをより強調して表現するために主人公の「心の声」という役が置かれている。その「心の声」を演じた女性健常者メンバーは次のようにその感想を書いている。

えっと、私の障害観は変化した訳ではなくて、表現方法が深まった（かな？）だけです。Aさんの経験に通じるような感情を私の経験の中から探すという、結構、Ｍな作業で（笑）(2010年10月20日に会のMLへ投稿されたメール)
また、演劇関係者の男性健常者メンバーは、芝居作りの魅力を以下のように語っている。

この体験は、劇を作りあげることも楽しいのだけれど、それにも増して、聴きながらご本人の気持ちを推し量り、自分の暮らしぶりや人生の選択とも比べてみる事で、かえって自立していると思っている健常者の基盤のもろさを、まざまざと知ることになったり、私自身の考えの枠組みに随分な影響がありました。(水俣世田谷交流実行委員会,2011b)
役を演じるメンバーは、演じるために演じる人物の経験やその時の気持ちを自分の中で自分に納得させる形で想像することを迫られる。そのため、自分のこれまでの経験の中から演じる人物の経験と類似したものを探し、その人物の行動や気持ち、それらを支える思考についての想像力を深める。メンバーが演じる役には半生を語る障害者メンバーだけでなく、親や職員などその経験の中に登場する様々な人物が含まれる。したがって、芝居作りの中で障害者メンバーの経験は障害者メンバーとその経験の中に登場する様々な人物の気持ちや行動、それらを支える思考の合わさった立体的な出来事として理解されていく。そのことは、当たり前だと感じている現在の自分の感覚についての見直しにもつながっている。
また、このような形で、自分の経験や気持ちを題材として芝居がつくられることについて、語り手となったメンバーは以下のように述べている。
この演劇は長い時間を使い、あの時どういう気持ちだったかを、よみがえらせたものです。(水俣世田谷交流実行委員会,2009)
みんなからいろいろとツッコミを入れられ、その時の自分の気持ちを根掘り葉掘り聞かれます。また思わぬところで、激論になることもよくあります。その中で、改めて、自分の気持ちと向き合って考えたり、いろんな刺激を受けています。(南雲君江,丸岡稔典,2011)
聞き手だけでなく語り手もライフヒストリーや気持ちを語る中で、またその内容が話し合われる中で、改めてその経験や気持ちを振り返える。この中で、語り手は恥ずかしさを感じつつも過去の経験や気持ちを再度向き合い、自分をめぐって生じた出来事を様々な角度からとらえなおしている。
芝居作りの中では、障害者メンバーによって語られる、施設入所と自立生活への移行過程、介助や介助者についての考え方、障害のある自分の身体についての考え方、など障害をめぐる経験、及びそれにまつわる出来事について、メンバー間の議論を通じた理解が重要な要素の一つとなっている。それぞれのメンバーは、障害をめぐる経験や出来事の理解を、抽象化された正しい知識や唯一の正解を探し中で深めているわけではない。障害をめぐる経験や出来事は、その個人の身体的条件と周囲の環境との個別の相互作用において生成するものであり、かつそれはほかのメンバーのこれまでの経験との関係の中で意味づけ直されるものとして理解されている。

3）稽古場での人間関係

芝居作りのなかで、演劇関係者メンバーは会議の進行や台本のたたき台の作成などの役割を担っている。しかし、会議の進行役は必ずしも演劇関係者メンバーに限定されていない。また台本に書かれた一つ一つのシーンのもととなるエピソードにおいても時間をかけて議論され、話し合いの中で書き換えられる。また演劇関係者による芝居をより効果的に見せるための演出も抑制されている。したがって、演劇知識の豊富な演劇関係者が、他のメンバーを指導するという「教師と生徒の関係」は避けられている。

また、障害者が中心となり、演劇関係者やその他の健常者が裏方に徹しているわけではない。各エピソードについては、障害者と健常者による感じ方の違いだけでなく、障害の程度や男性と女性や発話（構音）障害のあるなしによっても違いが表れ、その違いについても話し合われている8）。また、時には障害者メンバーの介助者が意見を出することもある。他方で、障害者メンバーのなかには介助者を付けずに会議に参加するメンバーもおり、メンバー同士で食事やトイレ等の介助が行われることもある。したがって、会のなかでは支援を必要とする障害者を健常者が支援するという「援助者と被援助者」という関係の固定化は避けられている。

4）観客の反応

芝居上演の後の「アフタートーク」や芝居作りのプロセスを記録したドキュメンタリー上演会での聴衆からの感想には主なものが3つある。1点目は芝居のもととなった障害者メンバーの生き方が伝わってきたというものである。2点目は、障害者と健常者の双方が、主体的に芝居作りに関わり、芝居を楽しんでいる様子が伝わってきたというものである。3点目は発話（構音）障害について、聞き取りにくい、補足がほしいというものである。この点については会の中でも意識されており、発話（構音）障害者の声をどのように届けるかは活動の課題となっている。これらの感想から、芝居のテーマである障害者メンバーのライフヒストリーにおける障害をめぐる経験や出来事が一つのメッセージをなすと同時に、芝居作りにおけるメンバー間の議論や人間関係などがもう一つのメッセージとなっていることがうかがえる。
5.考察
1）対話を通じた障害をめぐる経験や出来事の理解

Freireは「「銀行型」教育の概念では教育する者は教育される者を偽の知識で「一杯にする」だけだが、問題解決型教育では、教育される側は自らの前に現れる世界を、自らの関わりにおいてとらえ、理解する能力を開発させていく。そこでは現実は静的なものではなく、現実は変革の過程にあるもの、ととらえられるのである。」（Freire,1970=2011,107-108）と述べ、知識を「知っている者から知らない者へ与えられ、運ばれ、伝えられるもの」とする教育を批判する。そして、「世界を“引き受ける”人間同士の出会い」（Freire,1970=2011,122）である「対話」に基づく教育が現実の変革に寄与すると主張する。
水俣世田谷交流実行委員会では芝居作りの過程で様々な背景をもつ障害者と健常者が「教師と生徒」、「援助者と被援助者」とは異なる対等な関係で出会い、障害をめぐる経験や出来事について会議や稽古の中で議論を行う。この過程を通じて得られる障害についての理解は、一般的な専門職養成や啓発活動の中でなされる抽象化された正しい知識や唯一の正解を参加者に伝達するものとは異なっている。それは個人個人が対等な関係における議論の中で、一人一人の異なる障害をめぐる経験や出来事、ならびに経験に関わる人物の行動や気持ち、それらを支える思考について、各メンバーが自分の経験を対応させながら理解を深めるものである。正しい知識や唯一の正解を教えられることを通じた理解のあり方は知識や正解を支える理論を個別の事象に適用しがちであるのに対し、水俣世田谷交流実行委員会の理解のあり方は、一人一人の異なる障害をめぐる経験や出来事を通じて、障害者の活動制約や社会的不利益を解決すべき課題として可視化しつつ、参加者間で共有することにつながりうる。例えば「介助を上手に利用しながら生活すること」の難しさと大切さ及びそれに付随する自立についての考え方への理解は、こうした障害をめぐって生じる課題を個々の健常者にもつながりうる課題として可視化し、地域社会や職場・学校などの構成員の間で具体的な場面において共有する可能性を有している。したがってそうした理解のあり方はFreireの述べる「対話」に発展する契機をもっている。
2）障害者が地域で障害者のありのままに暮らすこと

Goffman(1963=1970)はある型の人がどうあるべきかについて多くの人が共有しているステレオタイプと不調和となるもので、それを有している人の信頼を失わせるような属性をスティグマと呼ぶ。そしてスティグマの存在が周囲に明らかとなっていない人は信頼を失わないために、あるいは社会的相互行為を円滑にするために、スティグマを隠したり、目立たなくさせたりすると指摘する。

障害が右手に表れているためこれまで右手を隠してきた女性障害者メンバーの経験は、まさにこのスティグマを隠す行為に相当する。「右手を隠していれば普通に見える」という親の発言からうかがえるように、障害の表れた右手は普通とは違うものであり、隠すべきスティグマであるとする考え方は親を通して本人に内面化されている。障害者にとって、まだ周囲に知られていない障害に関わるスティグマを隠す/目立たなくさせることは、健常者のようにふるまう、健常者に近づこうと努力することを意味する場合がある。しかし、ピア・カウンセリングに出会うまでは「自信がなかった」と語られているように、とりわけ人生の中で障害のない期間を持たない幼いころからの障害者の場合、健常者のようにふるまう、健常者に近づこうとすることは、他者に提示する健常者のようにふるまう自己像と自己が認知する障害者である自己像のかい離を生じさせ、自己否定観を生じさせる危険性を持っている9）。

水俣世田谷交流実行委員会の芝居の表現の特色の一つは、障害に関わるスティグマを隠したり目立たなくさせたりすることではなく、例えば、この女性障害者が自分の右手を肯定的に意味づけ直し、「誰かと握手するなら、右手でできるかな」と右手を差し出すシーンに代表されるように、スティグマとして否定的にみなされる障害をそれとは異なる形で積極的に観客に提示することにある。「右手を隠して“話さなかったら”」と語られているように、時には発話（構音）障害のある人の発話もスティグマとして機能する。しかし、芝居の中では、発話から意味が取りにくい、発話（構音）障害のある障害者メンバーが、他のメンバーと同じように堂々とセリフを話しながら芝居が進行する。電動車いすのメンバーも電動車いすを自在に操作しながら舞台の上を動き回る。こうした表現を通じて芝居では、「障害者が健常者のようふるまう、健常者に近づこうとする」障害観ではなく、「障害者が地域で障害者のありのままに暮らす」障害観の提示が一つのメタメッセージとなっている。

障害を隠さず、「ありのままに暮らす」生き方は、例えば発話（構音）障害のある人の話を聞こうとしない人など、個々人の障害をスティグマ化しようとする社会の構成員との間に緊張を生じさせる。この会において障害を隠さず、「ありのままに暮らす」障害観の提示がなされている要因の一つは強い意思とそれに基づき自らの人生の開拓をしてきた障害者であるというメンバーの個人的特性が挙げられる。さらに世田谷区内の市民活動のネットワークが現在のメンバーを結びつけていることにも表れているように、世田谷区内において1970年代から自立生活をはじめた重度脳性マヒ者のネットワークとその周囲に存在した市民活動のネットワークの中で障害を隠さず、「ありのままに暮らす」障害観の相互承認がなされてきたもその要因の一つであると推測される。したがって、こうした障害観の提示は容易に他の地域や他の障害者に広げられるものではない。

3）芝居作りを通じた地域交流
水俣世田谷交流実行委員会の中で様々な背景をもつ障害者と健常者が「教師と生徒」、「援助者と被援助者」とは異なる対等な関係で出会い、共同で芝居を作り上演する模様は、医療や福祉的領域を超えて、地域社会や職場・学校などの社会の様々な領域において障害者と健常者が共同で作業をする一つのモデルとなりうる。また障害者と健常者の共同作業による芝居作りは、対話を通じた一人一人の異なる障害をめぐる経験や出来事の理解のあり方や「障害者が地域で障害者のありのままに暮らす」障害観を障害者とかかわりの少ない健常者に「障害当事者と健常者」という垣根を超えて身近なものとして届けることをより可能とする。
会のメンバーは誰に見せたいのかという問いに「これから地域で生活を始める若い世代の障害者」、「障害者と全然関係なく生きていると思っている人」、「これから生き方を選んでいく高校生や大学生などの若い人」と答えており、障害者は健常者に近づくべきと考える障害者や健常者、自分と障害者は無関係と考える人、といった自分たちとこれまでつながりのない人々との交流及び対話に意識的である。また、芝居の上演もそうした人々が意図せずに見る/観る可能性のある一般の人が出入り自由な野外空間で多く開催されている。したがって会の活動は、医療や福祉的領域とは異なる領域で障害者と健常者が共同で作業をすることが可能であるというイメージ、対話を通じた障害をめぐる経験や出来事の理解、重度身体障害者が地域でありのままに暮らす様子や、「障害者が地域で障害者のありのままに暮らす」障害観、をそうした人々へ提示することが意図されている。観客の「障害者メンバーの生き方が伝わってきた」、「障害者と健常者の双方が、主体的に芝居作りに関わり、芝居を楽しんでいる様子が伝わってきた」という感想はそれが実現する可能性があることを示すものである。

今後地域交流を広げていく上では、発話（構音）障害のある人の声を観客に届ける方法や観客に上演する芝居への参加してもらう方法などを含め、どのようにしてこれまでつながりのない人々との関わりを増やすかが課題となっている。また、職業的演劇家になることを目指している人がおらず、大半のメンバーが重点を置く活動をほかに持つ中で、どのように活動の継続を図るかも課題となっている。
6.まとめ

本報告では、重度脳性マヒ者を中心に芝居作りをしている「水俣世田谷交流実行委員会」を取り上げ、芝居作りを通じた地域交流の促進の可能性を検討した。この会の特色は芝居づくりと上演を通じて、1）障害者と健常者が対等な関係で出会い一緒に芝居を作る点、2）対話を通じて一人一人の異なる障害をめぐる経験や出来事の理解を図る点、3）「障害者が地域で障害者のありのままに暮らす」障害観を提示する点にある。それらは地域社会や職場・学校などの社会の様々な領域の構成員に1）医療や福祉的領域とは異なる領域で障害者と健常者が共同で作業をすることが可能であるというイメージ、2）障害者の活動制約や社会的不利益を課題として参加者間で共有することが可能な障害理解のあり方、3）障害者が地域で障害者のありのままに暮らす」障害観とその具体的なありよう、を提示する可能性を有している。
	表1　活動年表

	年
	出来事
	場所

	2006
	水俣病公式発見50周年事業地域交流部会創作舞台『水俣ば生きて』
	水俣市文化会館（水俣）

	2007
	水俣ば生きる会主催「ゆうじ屋の誰でもできる料理教室」「ゆうじ屋のお料理トーク」
	水俣市もやい館（水俣）

	　
	水俣世田谷交流実行委員会誕生
	

	2008
	水俣世田谷交流プログラム「春の汽車はおそいほうがいいい」開催
	梅が丘パークホール（世田谷）

	　
	雑居まつりメインステージで「ザ・やすみつ」上演
	羽根木公園（世田谷）

	2009
	ほほえみ経堂地域交流祭で「ザ・やすみつ」再演
	ほほえみ経堂（世田谷）

	　
	路上演劇祭で「キミエズ・ハースーリー」上演
	千歳烏山駅前広場（世田谷）

	　
	水俣世田谷交流実行委員会正式発足
	　

	　
	雑居まつりメインステージで「ザ・やすみつPart2どん底と希望と勇気」上演
	羽根木公園（世田谷）

	
	木村浩子×キミエ群団・「生活お見合い」開催
	総合福祉センター（世田谷）

	2010
	「春の汽車はおそいほうがいいPART2柏木敏治ディナーショー」開催
	世田谷ボランティアセンター(世田谷)

	
	路上演劇祭で「ザ・やすみつ Part3　貧楽寮グラフティ―だらだらとおもろ車椅子生活―」上演
	千歳烏山駅前広場（世田谷）

	
	ドキュメンタリー撮影開始（まちづくりファンド助成事業）
	

	
	町田ヒューマンネットワーク20周年記念式典にて「ナカチャンズ・ハーストーリー」上演
	ホテル「ザ・エルシィ町田」(町田）

	
	雑居まつりメインステージで「ナカチャンズ・ハーストーリー」上演
	羽根木公園（世田谷）

	2011
	みなせた稽古場日誌「ナカチャンズ・ハーストーリーができるまで～ねぇ、私の右手さん」内覧会
	成城ホール (世田谷）

	　
	みなせた稽古場日誌「ナカチャンズ・ハーストーリーができるまで～ねぇ、私の右手さん」試写会
	千歳烏山駅前広場(世田谷）

	
	NHKテレビ「こんにちはいっと6けん」で活動紹介
	

	
	みなせた稽古場日誌「ナカチャンズ・ハーストーリーができるまで～ねぇ、私の右手さん」上映会開催
	世田谷ボランティアセンター(世田谷）

	
	雑居まつりメインステージで「ネバーギブアップ！ネバーエンディング・ストーリー・ザ・やすみつ」上演
	羽根木公園（世田谷）

	
	「被抑圧者の演劇」レクチャー番外編（講師　Adrian Jackson氏）開催
	北沢タウンホール（世田谷）

	
	世田谷パブリックシアターPTワークショップラボ『コミュニティにおける演劇の実践』で活動報告
	世田谷文化生活情報センター（世田谷）

	2012
	ところざわさくらCaféにてみなせた稽古場日誌「ナカチャンズ・ハーストーリーができるまで～ねぇ、私の右手さん」上映
	所沢市中央公民館（所沢）
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写真1　路上演劇祭での一コマ
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写真2　テレビを演じるメンバー

付記：本研究は文部科学省科学研究費補助金「インフォーマルなサポートを活用した重度身体障害者地域生活支援システムに関する研究」の研究成果の一部である.
注

1）例えば、木村（野口・酒井・木村,2004,16）は「ハンディをいろいろ補装具で補うとか、介助者が付くことで補うという形で、周りに迷惑をかけない形で中に入っていく考え方も一つはあります。もう一つ教育の中で「共に」と語っているときに、それは迷惑をかけ合うことがそう悪いことではない、そういうことを繰り返すなかで、お互いに支え合っているという部分もあるんじゃないか。」と問題提起している。また、山下（2010）は障害者の自立生活の現場から、上記の論点を共有しつつより具体的に「家族、ご近所、職場といった生活や労働の場」での障害者と健常者の分け隔てとの関係から障害を捉える視点を提出している。

2）例えば、障害児を対象とした演劇ワークショップの紹介として、高崎（1988）、「みんながいる　それがはじまり」編集委員会(1999)などがある。

3）例えば、「第3回アジア民衆演劇会議」世田谷ワークショップ（1983年）などがある。

4）これまで何回かの会議で活動目的について議論がなされているが、結論は出ていない。

5）路上演劇祭は毎年5月に世田谷区千歳烏山駅前広場において実施されている音楽、ダンス、詩の朗読などを含むイベントであり、雑居まつりは毎年10月に世田谷区羽根木公園において、さまざまな地域の問題をとりあげて活動している団体・個人の自発的参加により企画されているイベントである。

6）各過程の分量を厳密に規定することはできないが、この会として初めて製作した「ザ・やすみつ」では3か月間に9回の会議が行われ、（1）に2回、(2)に2回、（3）に2回、（4）に3回かけている。また、町田ヒューマンネットワーク20周年記念式典にて上演した「ナカチャンズ・ハーストーリー」では、2か月に12回の会議が行われ、（1）に2回、(2)に3回、（3）に5回、（4）に2回かけている。

7）ピアカンはピア・カウンセリングの略称である。ピア・カウンセリングは自立生活センターなどで実施されている、障害者（仲間）同士で話や気持ちを聞き合うもの(安積・野上,1999)であり、ここでのエピソードはその中のアプリシエーションと呼ばれる、お互いのいいところを褒め合うプログラムでのものである。

8）例えば、先の男性障害者がポルノ映画を観ることで自由を感じるシーンについて、後日の会議のなかで女性メンバーから、このシーンがポルノ映画を観ることが肯定的にとらえられているような印象があることに、違和感が表明された(花崎,2012)。また、ドキュメンタリーのなかのセリフに字幕を入れるべきかをめぐっては、発話（構音）障害のあるメンバーからは「字幕を入れることで自分の話している内容が伝わる」との意見が出され、発話（構音）障害のないメンバーからは「字幕があると観る人が生の声を聞こうとしなくなってしまうのではないか」との意見が出された。
9）石川(1992)はスティグマを隠す行為を「成りすまし」とし、以下のように「成りすまし」の限界としてこのかい離を指摘している。「彼は自分が身元を隠し、成りすまさなければならない人物だということを忘れてはいない。成りすましがいかに成功しても、潜在的逸脱者が常人としての確固たるアイデンティティを確保することはできない。」(石川,1992,207)
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